
♦多文化共生社会
　多文化共生社会とは、「国籍や民族の異なる人々が、
互いに違いを認め合い、対等な関係を築こうとしな
がら共に生きていける社会」のことです。
　総務省は、地域において多文化共生を推進するこ
との意義として、次の事項をあげています。
① 外国人住民の受け入れ主体としての地域
　外国人の地域社会への受け入れ主体として、行政
サービスを提供する役割を担うのは主として地方公
共団体であり、多文化共生施策の担い手として果た
す役割は大きい。
②外国人住民の人権保障
　地方公共団体が多文化共生施策を推進することは、
「国際人権規約」「人種差別撤廃条約」などにおける
外国人の人権尊重の趣旨に合致する。

③地域の活性化
　世界に開かれた地域社会づくりを推進することに
よって、地域社会のグローバル化が進み、また、活
性化がもたらされ、地域産業・経済の振興につなが
るものである。
④住民の異文化理解力の向上
　多文化共生のまちづくりを進めることで、地域住
民の異文化理解力の向上や異文化コミュニケーショ
ン力に秀でた若い世代の育成を図ることが可能にな
る。
　これらに加え、外国人住民が多文化共生社会の推
進に関与することで、外国人住民のニーズをより的
確に捉えられるばかりでなく、今後の地域社会を支
える担い手になることが期待されるとしています。　
問合先 役場企画課企画調整係（内線２１３）

共生社会の実現に向けて Ｖｏｌ . ４
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スポーツ 保健・介護 福 祉 催 し 募 集 そ の 他

２９ 2021.11 新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、記載内容が変更・中止となる場合があります。


